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国内でも長崎でも政治活動の手段として使われて
きたのは、事実である。明治政府は、明治８年
（1875年）６月に讒謗律・新聞紙条例を制定して、
国民の自由な発言を圧殺しようとした。翌９年に
も太政官令第98号によって新聞雑誌等で国家安全
を妨害すると認めたものは、発行を禁止または、
停止とするとした。この時代は、新聞雑誌を刊行
するにも政府・警察の監視の目を常に意識せねば
ならなかった。
　明治22年（1889年）に長崎市に市制がしかれた
年に「長崎新報」が刊行された。当時の長崎の改
進党系の財界人が中心となって長崎新報株式会社
を設立したのである。社長には、長崎市での代言
人（弁護士）第一号の家永芳彦が就任している。
この頃、長崎には、一般紙では、長崎県内の保守
層によって作られていた「鎮西日報」が１紙刊行
されていたのみであった。長崎新報のライバル紙
は、鎮西日報一紙のみであった。保守・改進の張
り合いが長崎では続いていた。
　明治32年（1899年）に、鈴木天眼と坂井伊之吉
との共同経営による「九州日之出新聞」が、浦五
等町で刊行された。鈴木天眼は、旧会津藩士で秋
山定輔による「二六新報」の主筆も経験した論客
で日本精神の鼓吹と対外経綸の振作を主張してい
た。明治27年に朝鮮半島で起こった東学党の乱の
折は、同じく旧会津藩士の柔道家・西郷四郎と共
に「天佑侠」を組織して、ダイナマイトを懐に朝
鮮半島に渡り、東学党の反乱軍を支援した男で
あった。
　明治35年（1902年）に、鈴木天眼は、「九州日
之出新聞」から独立して「東洋日の出新聞」を刊
行し、不偏不党をモットーとして論陣を張った。
　明治38年（1905年）１月には、太田雪松・中川
観秀が「長崎新聞」を刊行し、長崎市内には、５
紙が競い合うこととなった。同年９月露講和条約
について、多くの市民が反対し、長崎の新聞４紙
（鎮西日報・長崎日報・九州日之出新聞・長崎新聞）
― 52 ―
「諫早民友新聞」（明治41年～43年）と大逆事件
も講和反対を論調としたが、「東洋日の出新聞」
のみは、講和賛成を唱えた。長崎は、ロシアとの
交易があり、そうした市民の立場に立っていた。
明治41年には、天眼は、衆議院議員選挙に立候補
し、与党の押す浅田重三郎を負かして、国会に進
出した。天眼は、辛亥革命を支持し、孫文との交
流も深かった。
　しかし、鎮西日報は、明治43年には、廃刊に
なった。大正６年には、九州日之出新聞も廃刊に
なり、東洋日の出新聞は、鈴木天眼が没した昭和
９年に廃刊となった。
　長崎県内では、明治30～40年代に各地に相次い
で新聞が発行されている。「日刊佐世保」（明治32
年、佐世保が市制を敷いた時点で廃刊）、「対馬新
報」（明治36年）、「島原時報」（明治37年）、「諫早
民友新聞」（明治41年）、露紙・ボーリア（明治39
年）といった状況であった。ただ、大逆事件によ
る全国の社会主義者・アナキストの一斉検挙が始
まった明治43年５月には、「諫早民友新聞」が廃
刊となった。同年３月には、露紙ボーリアが官憲
によって没収された。露紙ボーリアは、ロシアの
革命党員によって刊行されていたので、危険思想
とみなされた。
（２）　諫早民友新聞
　諫早で最初の新聞は、「諫早民友新聞」であっ
た。創刊は、明治41年ごろといわれている。「長
崎印刷100年史」によれば、この新聞社は、北諫
早村笹神町（今の諫早市天満町）にあった。諫早
町には活版印刷所は、１軒しかなかったのに、こ
の新聞社は、自家印刷をしており、２階で文選し
ているのが、道行く人に印象的だったと記されて
いる。この新聞社の発行人は、広瀬という人だっ
たらしい。社員は、３～４名いたが、いずれもど
この人であったか分からない。地元の者といえ
ば、アルバイトの形で、内田佐和吉（後に、中国
武漢新報の編集長となった。）ほか２～３名の若
者が、夕方から印刷の機械回しや版洗いをやり、
１日20銭をもらっていたという。当時には、珍し
く普通の投稿にも稿料を払っていたという。（「長
崎印刷100年史」が刊行された昭和45年時点で
は、内田佐和吉氏は健在で徳島市に在住であっ
た。これらの記述は、内田氏からの証言によるも
のであろう。）
　「諫早民友新聞」は、明治43年の幸徳秋水らの
大逆事件の折、社員数名が行方をくらまし、間も
なく廃刊になった。廃刊の頃の諫早民友新聞の社
説の一節に「さらばとて、書けば罪、書かざれば
紙面埋まらず」とあったと同新聞を知る唯一の人
で、その時、同社でアルバイトをしていた馬場牛
太氏（当時82歳）は語ったという。社員数名はこ
の事件に関連して検挙されたともいわれている。
（３）　「諫早民友新聞」の謎を追って
　「諫早民友新聞」の謎を追い始めて30年以上が
過ぎ去ったが、今まで一切の手掛かりはなかっ
た。新聞の地方欄に、「諫早民友新聞」を知る人
を求めて記事を書いたこともあったが、何の反応
もなかった。新聞の一部さえもないのである。
　発行人であった広瀬とは諫早の人だったのか。
資金は、どこから出ていたのか。幸徳事件にどの
ように係っていたのか。謎ばかりである。
　この新聞が大逆事件（「幸徳事件」以下は、幸
徳事件と記す。）による社会主義者・アナキスト
の一斉検挙と係っていたのは、間違いないと筆者
は確信している。何故か。新聞の一部さえないと
いうこと自体が、同新聞の読者層もこの事件や検
挙に係わり合いを持ちたくないために一斉に破棄
処分にされたと考えるのが自然だからである。
　幸徳事件とは、堺利彦や片山潜らが、週刊「平
民新聞」（明治36年［1903年］11月15日～38年１
月29日）で労働者中心の政治を呼びかけ、民衆も
そのような気風が流行りつつあった中、それを恐
れた政府によって引き起こされたものである。明
治43年（1910年）５月25日に信州の社会主義者・
宮下太吉ら４名による明治天皇暗殺事件が発覚し
逮捕された「信州明科（あかしな）爆裂弾事件」
がおこる。この事件を口実にすべての社会主義
者・アナキストを取り調べて弾圧した。政府によ
るまったくのフレームアップ（でっち上げ）で
あったが、26名が検挙された。
　明治44年１月18日に幸徳秋水・森近運平・宮下
太吉・新村忠雄・古川力作・奥宮健之・大石誠之
助・成石平四郎・松尾卯一太・新実卯一郎・内山
愚童ら11名が死刑、１月25日に菅野スガが処刑さ
れた。無期刑に12名。
　この事件で社会主義運動は停滞する。ただ、赤
旗事件で有罪となり、獄中にいた大杉栄・荒畑寒
村・堺利彦・山川均は、この事件からの連座を免
れた。（『パンとペン～社会主義者堺利彦と「売文
社」の闘い～』黒岩比佐子に詳しい。）
　この事件は、幸徳が全国で革命放談をして回っ
たことを口実に、大石誠之助（米国帰りの医師
で、感染症研究のためにインドにも留学した。被
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差別部落の解放も志した。）らの紀州派、松尾卯
一太らの熊本派、武田九平らの大阪派、さらに森
近運平、奥宮健之、内山愚童ら全国の社会主義
者・アナキストが起訴された。異例の速さで判決
が出され（非公開）、無期・有期刑者14名は、秋
田・諫早・千葉監獄に送られ、内５名は、獄中で
縊死・病死した。監獄を分けたのは、社会主義者・
アナキストの反撃を恐れたからだといわれている。
　この事件は、当時の知識人や文学者に衝動を与
えた。徳富蘆花は、幸徳らの死刑を阻止するため
に兄の徳富蘇峰を通じて桂太郎首相へ嘆願した
が、果たせず、明治44年の１月に幸徳が処刑され
てすぐの２月に幸徳に心酔していた第一高校の弁
論部の川上丈太郎・森戸辰夫の主催で「謀叛論」
を講演し、学内で騒動となった。
　石川啄木・木下杢太郎・永井荷風も作品の中で、
この事件を取り上げている。
　「文学界」2012年10月号に評論家・柄谷行人は、
「秋幸または幸徳秋水」を発表している。とく
に、中江兆民の弟子が幸徳秋水で、足尾銅山鉱毒
事件の田中正造の天皇直訴文を幸徳が書いたこ
と、更に紀州派と呼ばれた大石誠之助が被差別部
落の解放と係っていたこと、大石誠之助の兄が、
クリスチャンで、新宮教会の創立者であること、
その子供の西村伊作が東京で文化学院を創設した
ことなどを紹介している。しかし、紀州の新宮
は、幸徳事件の爪痕が深く残った町で、佐藤春夫
もこの町の出身だったが、外で活躍したのだっ
た。あえて佐藤春夫が見なかったものを作家・中
上健二は見た、と柄谷は書いた。それが、幸徳事
件であったと。
　諫早民友新聞の社員、もしくは、社主の広瀬氏
が、社会主義・アナキストと係っていたであろう
ことは、明らかであろう。
　同じく諫早出身の大正初期の戦闘的社会主義
者・高尾平兵衛（萩原晋太郎「墓標なき革命家―
大正の叛逆児・高尾平兵衛」に詳しい）との関わ
りも考えてみる必要はあるだろう。ただし、高尾
は、長崎から大阪へ出て社会主義と出会ったのだ
から、同時代ではあるが、微妙な時間的ズレがあ
るような気もする。
　長崎の三菱造船所では、この頃には、すでに職
工たちの中で労働運動がおきており、社会主義と
係りを持つ者もあった。（長崎地区労編「長崎労
働運動史物語」に詳しい。）
　長崎を冬場の艦隊寄港地としていた帝政ロシア
艦隊の中にはナロードニキ派の革命党員達もい
た。そうした中で、明治39年に革命党員によるロ
シア語新聞「ボーリア」が長崎で刊行される。し
かし、明治43年に日本の官憲によって没収され
た。日本の官憲はロシア革命党員と長崎の労働運
動との関連を恐れたのである。
　こうした状況にあった長崎や諫早では、諫早民
友新聞の社員や社主が、社会主義との関わりを
持ったであろうことは、想像に難くない。謎解き
は、未だ出来ないでいる。
　なお、大正期には、諫早では、民間の印刷業も
活発化して、内田博文堂（内田助作）・栄求堂印
刷所・諫早印刷所ができた。諫早印刷所が「諫早
新聞」を発行した。太田宇化による「諫早めさま
し新聞」が発行されたが、いずれも数年で廃刊と
なった。
（了）
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